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「さみしい男」の文学史・その２ 
―――朔太郎のエレナ憧憬から幻想へ――― 
吉永 哲郎 
前号のあらまし 
前号で、「さびし」の原義を、自分と心の通じあうものが無く、また身近に人の気配を感じ
させるものがなく、社会から隔絶されたような、心細くなる感じをいい、寂寥とか孤独と
かの意味をもつとした。それは人との繋がりを求め、求め得ずして孤独感に襲われる状態
をいい、混濁した時代との確執が存在した中世から、「さびし」が人々に多く用いられるよ
うになった。そこで、中世の人は、権力をかさにした豪華さを追求する文化現象に対して、
自然が移りゆく姿と静かに対座し、ひたすら精神の自由を求め、自然の摂理の中の美を見
出そうとした。その感情が「さびし」であり、日本的美意識「わび・さび」の原点となっ
た。朔太郎の「さびし」の感情は、中世的な「さびし」から、求めてやまない憧れの女
ひと
を、
求め得ないままに生きる「さびし」であるとし、その「さびし」を超える精神の苦悩を、
朔太郎は詩的世界（虚構）に求めた。青春期に詠んだ歌をたよりに、憧れの女
ひと
エレナへの
思いの苦悩の奇跡をたどった。また、大正 3年エレナと決別した朔太郎を、『月に吠える』
に収められなかった「岩魚――哀しきわがエレナにささぐ」から、エレナへの強い思いを、
「感傷の塔」と「初夏の祈祷」から、淫欲を超えようとする精神的不安定な心の奇跡をた
どった。さらに、「月蝕皆既」の「みよ、うみはみどりをたたへ、／肉靑らみ、／いんいん
として二人あひ抱く、／齒と齒と合し、／手は手をつがひ、／もつれつつからまりにつつ、
／いんよくきはまり」の詩句に、決別したもののエレナ憧憬への悶える朔太郎をみた。そ
して、エレナとの戀はプラトニックであるとまとめた。それは「盲目的行動は彼の人間性
からは不可能のことのようだ。このような性格の人物が、女性に求めるものは『性』の満
足ではなく、それより遥かに多くの思いやりと関心と愛情である。」と萩原隆のことばを基
にした考えである。 
 
１ 『月に吠える』の「さびし」の詩句をめぐって 
 
『月に吠える』は、大正 3年 9月から 6年 2月にかけて、「詩歌・地上巡礼・ＡＲＳ
ア ル ス
・
卓上噴水・感情」などに発表した 56 篇（「愛憐」「戀を戀する人」は、初版では当局から
削除を命じられ、大正 12 年アルス刊の再版で収録された）の詩が収められているが、そ
の詩の中で、「さびし」の詩句が用いられている作品を発表年代順に掲げると、大正 3年・
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「感傷の手」（９月・詩歌）、大正４年・「草の莖」（２月・遍路）、「地面の底の病氣の顏」
（３月・地上巡礼）、「ありあけ」（４月・ＡＲＳ）、「贈物にそへて」（５月・卓上噴水）、「酒
精中毒の死」（６月・詩歌）、「干からびた犯罪」（６月・詩歌）、大正５年・長詩「雲雀の巣」
（５月・詩歌）、「笛」（６月・詩歌）、「海水旅館」（９月・狐ノ巣）、「孤獨」「白い共同椅子」
（１０月・感情）、大正６年・「田舎を恐る」「さびしい人格」（１月・感情）、「靑樹の梢を
あふぎて」（４月・感情）である。 
「さびしい人格」について朔太郎は、｢感情｣の「編輯記事」に「いろいろな事情から『月
に吠える』の出版がおくれてしまった。それで氣がぬける恐れがあるので、詩集中から未
発表の作で比較的新しい傾向に屬するもの二、三篇を選んで、先月号と今月号の『感情』
に転載することにした」とある。「蛙よ・さびしい人格・山に登る・田舎をおそる」の作品
がそれをさす。つまり、これらは『月に吠える』が初出ということになる。 
  『月に吠える』の意義はどこにあるかは、三好達治が「四季」（昭和 17年 9月号）の萩
原朔太郎追悼号で、「あなたばかりが人生を ただそのままにまつ直ぐに 混ぜものなしに  
歌ひ上げる／作文屋どもの掛け値のない そのままの値段で歌ひ上げる」と歌っているが、
このことを踏まえ、久保忠夫は、角川版『鑑賞日本現代文学 12・萩原朔太郎』で、「実生
活を見事詩に形象化した」ことが、朔太郎の詩の意義であり、その最初をなしとげたのが
『月に吠える』としている。その実生活の核エリスを、『月に吠える』における「さびし」
の詩句を追いながら考えてみたい。 
 
「感傷の手」については前回で触れた。「草の莖」は、『月の吠える』の冒頭「竹とその哀
傷」の「地面に底の病氣の顏」に次ぐ二番目にある作品である。 
 
冬のさむさに、／ほそき毛をもてつつまれし、／草の莖をみよや、／あをらみ莖はさみし
げなれども、／いちめんにうすき毛をもてつつまれし、／草の莖をみよや。 
 
雲もよひする空のかなたに、／草の莖はもえいづる。 
 
繊毛に包まれた草の茎は、鋭敏な感性をもつ人であり、その茎は「あをらみ」「さみしげな
れ」と朔太郎は見てとり、その「草の莖を見よや」と、第三者に呼びかけないではいられ
ない。そして、求めるものが存在する「空」に、「草の莖」が立ちはだかっているものを破
ることを祈る。古い因習の環境からエリスが脱出して欲しいことを思う。この「さみし」
は朔太郎ではなく、エリスのこころに存在すると思いめぐらしている。 
   
「地面の底の病氣の顔」は、『月に吠える』の巻頭詩である。「さみしい病人の顔」が第
1連と第 3連に、第 2連に「さびしい病氣の地面」と「さみし」「さびしい」の語が用いら
れている。この詩の初出は大正 4年 3月号の「地上巡礼」で、そこでは「白い朔太郎の病
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気の顔」という題で掲載されている。この詩の病的幻覚を多くの人が指摘しているが、三
好達治は「あるうら若い病鬱な、極度に鋭い神経をもった一人の詩人が、ある苦しい時期
に、ある苦しい考への底を見つめたもの」（現代詩講座）と述べている。この苦しい「時期･
考へ」は、エレナへの思いと決別、その幻影がふくらんでいく姿を感じさせ、「さびし・さ
びしい」は、得がたいものを求めてやまない心情を含ませている。 
 
「ありあけ」は、 
ながい疾患のいたみから、／その顔はくもの巣だらけとなり、／腰からしたは影のやうに
消えてしまひ、／腰からうへには藪が生え、手が腐れ／身體いちめんがじつにめちゃくち
ゃなり、／ああ、けふも月が出で、／有明の月が空に出で、／そのぼんぼりのやうなうす
らあかりで、／畸形の白犬が吠えてゐる。／しののめちかく、／さみしい道路の方で吠え
る犬だよ。 
 
という 12行 1連の詩である。この詩について朔太郎は、大正 6年のノート（全集第 12巻
ｐ218）に、「ある詩人へ送った手紙･詩集『月に吠える』の批評について返禮の書簡」と
いう文章の中で、「私の詩に現れた種々の幻覺（たとへば蜘蛛の巣だらけの顔や、曇ったガ
ラスから見える歪んだ顔や、バクテリヤの手足や、竹の繊毛や）に就いて（中略）たしか
に一時の肉體的疾患の副産物にしかすぎません。それは大した本質的の價値ないものです。
併し私がどんなにこの神經質的憂鬱のなやましい拷問から逃れようとして苦しんだか。顔
いちめんにかかったあのねばねばした蜘蛛の巣を脱ぐひとらうとしてどんなにうったうし
い苦惱の日をつづけたか。どんなに歪んだ顔や腰付のみにくい感覺が、どんなに私自身を
臆病にして一室の中に閉ぢこめさせたか。そしてあの戰慄すべき死の幻覺 ！あの當時の悲
しいやるせない苦惱を考へると今でも涙が出るほど自分自身がいぢらしくなる。」と記され
ている。「ありあけ」の「さみしい道路」は、初出では「さむしい」となっている。短絡的
に悲しいやるせない苦悩をエリス憧憬と結びつけるには無理があるかもしれないが、求め
得ずして街を彷徨する意味での「さみしい」といってもいいのではないかと思う。 
 
「贈り物にそへて」は、 
兵隊どもの列の中には、／性分のわるいものが居たので、／たぶん標的の圖星をはづした。
／銃殺された男が、／夢の中で息をふきかへしたときに、／空にはさみしいなみだがなが
れてゐた。／『これはさういふ種類の煙草です』 
 
１連７行の詩である。「空にはさびしいなみだがながれてゐた」の「さびしい」は、朔太郎
のあこがれている人と、同時空間を持つ虚構の世界・「空」から落ちてくる涙を表現してい
る。エリスと決別せざるを得ない朔太郎自身を「銃殺された男」と表現し、満たされない
思いに生きねばならない男の姿を、「さみしいなみだ」の詩句に、その意味を含ませている
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のではないかと思う。 
 
「酒精中毒者の死」は、「干からびた犯罪」とともに、大正４年６月に「詩歌」に発表した
作品である。前者は、「あふむきに死んでゐる酒精中毒者
よ っ ぱ ら い
の、／まっしろい腹のへんから、
／えたいのわからぬものが流れてゐる、／透明な靑い血漿と心臟と、／腐ったはらわたと、
／らうまちすの爤れた手くびと、／ぐにゃぐにゃした臟物と、／そこらいちめん、／地べ
たはぴかぴか光ってゐる、／すべてがらぢうむのやうに光ってゐる。／こんなさびしい風
景の中にうきあがって、／白っぽけた殺人者の顔が、／草のやうにびらびら笑ってゐる。」
という、１連１５行の詩で、後者は、「どこから犯人は逃走し ？／ああ、いく年もいく年
もまへから、／ここに倒れた椅子がある、ここに兇器がある、／ここに屍體がある、ここ
に血がある、さうして靑ざめた五月の高窓にも、／おもひにしづんだ探偵のくらい顔と、
／さびしい女の髪の毛とがふるへて居る。」という、１連９行の詩である。 
この二つの作品は、大正３年９月の「地上巡礼」に発表された「殺人事件」と関連して
いると考えられる。その第１連は、 
 
 とほい空でぴすとるが鳴る。／またぴすとるが鳴る。／ああ私の探偵は玻璃の衣装をき
て、／こひびとの窓からしのびこむ、／床は晶玉、／ゆびとゆびとのあひだから、／ま
っさをの血がながれてゐる、／かなしい女の死體のうへで、／つめたいきりぎりすが鳴
いてゐる。 
 
とある。これらの 1連の詩に見られる「殺人者」と「被害者」という相反する構成要素は、
朔太郎の自己凝視のきっかけをなすことに通じると考えられる。「さびしい男」を演ずる姿
を意味しようか。また、「ぴすとる」の語は、明治４２年『おち栗』創刊号「宿酔」の７連
の詩の６連目に「ああ悔恨は死を迫る／つと起き出でてよろよろと／たんす
、 、 、
を探る闇の中
を／しかはあれ共ピストルを／投げやりてをののきぬ／怖れぬ床に身を臥して」とあり、
また、明治４２年『スバル』１１号の「心臟に匕首たてよシャンパアニュ栓抜くごとき音
のしつべし」の歌と重ねて考えると、この年（明治４２年）にエレナが結婚したことにシ
ョックを受けている朔太郎の心中が思われる。また、「探偵の暗い顔」の詩句は、朔太郎の
「習作集第九巻」（大正２年９月から３年の１２月ごろまで作品）の「病氣の探偵」がその
背景を物語っている。 
 
 がらんどうに空家の五階／永遠に閉じられた九つの窓／厚ぼったいかあてんの沈黙／こ
のへんに蒸しあつい晩だが／探偵は部屋の隅から／一方の隅へ歩いて居る／部屋のまん
中に木製の椅子だ／電氣仕掛の秘密の椅子だ／だが可哀さうに／私の探偵はなにも知ら
ずに／不幸な瞳がじっと見つめて居る／みつめる床の上に／亜砒酸の光る粉末／鐄物性
の哀しい微光・・・・・・／どうかして靑白い肢體が／エレキじみた哀傷にしびれると
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きさへ／探偵は何も知らないのだ／その背後の壁にぬりこめられた幼児の毒殺屍體でさ
へ／この遠い秘密の空部屋に／じっと自分のたましひをみつめながら／たった一人でふ
るへて居るよ／おお氣の毒な病氣の探偵 
 
とある。この「習作集第九巻」には、「器物・春愁・五月上旬・くちづけ・狼殺し」などエ
レナへの気持ちを表現した作品が多くみられる。この習作集は、幾度かの推敲を経て、朔
太郎が自身の保存用として浄書したものといわれるように、作品の背景にエレナ憧憬が色
濃く感じられるが、第八・九巻の２冊しか現存していない。 
これら『月に吠える』に収録された作品には、雑誌掲載時には「浄罪詩篇」と朔太郎が
付記した詩があり、この時期の遺稿とともに「浄罪」を意識した作品群がある。これらの
諸作を発表した後、朔太郎は大正 5年 4月「雲雀の巣」を「詩歌」に発表するまで、詩作
を停止する。このことは大正 4 年 6 月 4 日の北原白秋宛の書簡で、「余は當分余の詩扁
ママ
を
印刷に附して發表することをやめます、（絶對に）萩原朔太郎なるものをして二度［と］詩
を作らざる詩人たらしめよ、」（全集第 13巻ｐ100）と述べている。この詩作を停止したこ
とについて、磯田光一は「詩人としての資格を捨てた人間として生きる」（『萩原朔太郎』
ｐ181）と述べている。詩作を停止している間、朔太郎は東京彷徨とマンドリンに熱中し
ている。マンドリンはエレナであり、音楽はエレナの声であり肉体であるかのように、マ
ンドリンに夢中になる。エレナと音楽を重ねるのは、大正 4年に高崎での演奏会を聴きに
行き、朔太郎自身も 11 月には高崎の演奏会でギターを弾いていることから、高崎の空間
に身を置くことが、エレナとの同時空間にいる思いがあったからであろう。そして、音楽
を理解しない田舎に嫌悪感をもつようになる。後述するように「田舎と都會」という課題
について関心を示すが、エレナのいない空間は田舎であるという意識を内包していること
がうかがえる。 
詩作の停止を解きはじめた頃の作品に、詩的散文「握った手の感覺」（大正 5年 7月「詩
歌」）、「新人の祈祷感想四篇」（大正 5年 8月「詩歌」）がある。その中で「靑ざめた良心・
生えざる苗」には、この頃の精神彷徨の軌跡がうかがえる。特に「生えざる苗」の「『おれ
は、靑い空の色がすきだ。おれは、靑い木の葉のにほひをかぐのがすきだ』」「『いったい、
おれのやうな人間はどうすればいいのだ』」「『おれはすべてを信じない。なにものをも愛す
ることができない。』」「靑い空の色と、若木のねんばりした幼芽を愛する感情とは、まこと
に私どもの荒らされた畑に殘された、ただひとつの生えざる苗であらねばならぬ。」の詩句
は、この間を象徴していよう。 
 
「雲雀の巣」は、詩作停止を解いたはじめの作品で、大正 5年 5月の「詩歌」に発表し
た 75 行４連の長詩である。この詩に「おれはへんてこに寂しく・寂しい海岸・おれはさ
びしくなる」の３語が用いられている。第 2連に、  
ぴよ、ぴよ、ぴよ、ぴよ、ぴよ、ぴよ、ぴよ、ぴよと空では雲雀の親が鳴いてゐる。  
 共愛学園前橋国際大学論集 No.5 156 
おれはかはいさうな雲雀の巣をながめてた。 
巣はおれの大きな掌の上で、やさしくも毬のやうにふくらんだ。 
いとけなく育くまれるものの愛に媚びる感覺が、あきらかにおれの心にかんじられた。   
おれはへんてこに寂しくそして苦しくなった。 
おれはまた親鳥のやうに頸をのばして巣の中をのぞいた。 
巣の中は夕暮どきの光線のやうに、うすぼやりとしてくらかった。 
かぼそい植物の繊毛の觸れるやうな、たとへやうもなく ＤＥＬＩＣＡＴＥ の哀傷が、
影のやうに神經の末梢をかすめて行った。 
 
と「へんてこに寂しく」の詩句が見え、第 3連に「寂しい海岸・さびしくなる」の詩句が
ある。この連は第 2連の雲雀の親とその巣の情景から発展して、春の情景の心象風景を表
現している。特に「生臭い春のにほひがする。／おれはまたあのいや
、 、
のことをかんがへこ
んだ。／人間が人間の皮膚のにほひを嫌ふといふこと。／人間が人間の生殖器を醜悪にか
んずること。／あるとき人間が馬のやうに見えること。／人間が人間の愛をうらぎりする
こと。／人間が人間をきらふこと。／ああ、厭人病者。」には、エレナに拒否された思いが
叫びとなった表現である。続いて「心が愛するものを肉體で愛することの出來ないといふ
のは、なんたる邪惡の思想であらう。／おれは生れていっぺんでも娘たちに接吻したこと
はない。／ただ愛する小鳥たちの肩に手をかけて、せめては兄らしい言葉を言ったことす
らもない。／ああ、愛する、愛する、愛する小鳥たち。／おれは人間を愛する。けれども
おれは人間を恐れる。／おれはときどき、すべての人々から脱れて孤獨になる。そしてお
れの心は、すべての人々を愛することによって涙ぐましくなる。／おれはいつでも、人氣
のない寂しい海岸を歩きながら、遠い都の雑鬧を思ふのがすきだ。／遠い都の灯ともし頃
に、ひとりで故郷の公園地をあるくにがすきだ。／ああ、きのふもきのふとて、おれは悲
しい夢をみつづけた。／おれはくさった人間の血のにほひをかいだ。／おれはくるしくな
る。／おれはさびしくなる。／心で愛するものを、なにゆゑに肉體で愛することができな
いのか。／おれは懺悔する。／懺悔する。／おれはいつでも、くるしくなると懺悔する。
／利根川の河原の砂の上に座って懺悔する。」と表現されているところからは、エレナへの
満たされない心、満たされたいと充実感を求め「さびしくなる」と叫ぶ。「雲雀の巣」は、
喪失感にとらわれながら故郷の河原をさまよっているとき、くさむらに「女の髪の毛のや
うな」ものを見出し、それを思わず手にしてみる。それは「たましひをつかむやう」な感
覚であった。「干からびた髪の毛」のようなものだったと、第一連で表現している。第 2
連では、雲雀の巣、そこには親の限りない愛情のしぐさがあったことを思いつつ、エレナ
を思う。その思いが「へんてこに寂しく」なったと表現される。やがてこどもが巣立ち、
残される親の満足感と喪失感、空で「ぴよ」と鳴くことしか出来ない親の悲しさ。そして、
第 2 連で衝撃的なことを表現する。雲雀の巣の中に４っつの卵を見出す。「かういうとき
の人間の感覺の生ぬるい不快さから惨虐な罪が生れる。罪をおそれる心は罪を生む心のさ
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きがけである。」といい、卵を指と指のあいだにはさみ、つぶしてしまう。第 3 連の冒頭
には、「いたいけな小鳥の芽生、小鳥の親。／その可愛いらしいくちばしから造った巣、一
生けんめいでやった小動物の仕事、愛すべき本能のあらはれ。」とある。こうした愛あふれ
た生き物のいとなみを壊したことを、「愛と悦びとを殺して悲しみと呪ひとにみちた仕事」
と表現し、「陰鬱な顔をして地面」をながめる己の姿を見る。エレナへの思いはますます昂
揚し、「心が愛するものを肉體で愛することの出來ないこと」と、去っていったエリスへの
思いをつのらせる。そして「さびしくなる」と叫ばすにはいられなかった。 
 
「笛」は、大正 5年６月の「詩歌」に発表した 34行 5連の「雲雀の巣」とともに『月に
吠える』の長詩である。その第 3 連に、「本能と良心と、／わかちがたき一つの心をふた
つにわかたんとする大人の心のうらわびしさよ、／力をこめて引きはなされた二つの影は、
糸のやうにもつれあひつつ、ほのぐらき明窓のあたりをさまようた。」と、「うらわびしさ
よ」の詩句が見える。「本能と良心」は感情と理性という意味であろう。エレナとの一体感
をもちたいとする恋愛感情に対して、それを否定する環境を「ふたつにわかたんとする・
引きはなされた二つの影」と、表現している。この詩の冒頭は「子供は笛が欲しかった」
である。子供が欲しいものをねだる。しかし親は簡単には叶えてくれない。執拗に求める
子供。子供に、求め得ないものと思い込ませる大人の感情を、「大人の心のうらわびしさよ」
という。しかしこの詩では、子供が求めていた「笛」は、偶然に、なにかの不思議なめぐ
りあわせによって、机に置いてあった。「子供はかたく父の奇蹟を信じた」とある。この笛
のようにエリスが、偶然に、不思議なめぐりあわせによって、側に現れてくれないかとい
う幻想を描いている。これまでの単なるエリス憧憬ではなく、幻想を描くことによって、
現実とは別の世界でのエリスとの邂逅を思い描き始めたのが、この「笛」という作品では
ないかと思う。  
 
「田舎を恐る」は、大正 6年 1月の「感情」に発表した 14行 2連の詩である。第一連の
「わたしは田舎をおそれる、／田舎の人氣のない水田の中にふるへて、／ほそくながくの
びる笛の列をおそれる。／くらい家屋の中に住むまづしい人間のむれをおそれる。／田舎
のあぜみちに坐ってゐると、／おほなみのやうな土壌の重みが、わたしの心をくらくらす
る、／土壌のくさったにほひが私の皮膚をくろずませる、／冬枯れのさびしい自然が私の
生活をくるしくする。」中に「冬枯れのさびしい自然」の詩句がある。「田舎」の語につい
ては、朔太郎はかなり生涯を通じて書いている。全集の索引をみても、「田舎から都會へ・
田舎居住者から・田舎と都會（虚妄）・田舎に歸りて・田舎に住みてゐる男の言葉・田舎の
時計（宿命）・田舎の時計（虚妄）・田舎の時計（散文詩自注・宿命）」など見られる。「田
舎居住者から」は、大正 12年 3月 24・25・27・29日の『東京朝日新聞』に掲載され、「田
舎から都會へ」は、大正 14年５月號の『新潮』に、「都會と田舎」は、大正 14年 9月號
にそれぞれ掲載された文章である。そこでは、都会人の田舎観について述べている。特に
 共愛学園前橋国際大学論集 No.5 158 
「都會の人たちが、田舎生活を讃美する言葉は、きまって自然の美である。」（田舎居住者・
全集第 8 巻ｐ314）ということに関して繰り返し述べ、田舎「賛歌ほどひどい不愉快と侮
辱を感じさせるものはない。ただ自然の美の賞頌は、明白に人文生活の否定ではないか。
『ここには何の見るべき文化的生活もない。ただ自然だけが美しい』といふとき、その地
方の人間
・ ・
にまで、それが何の意味になるか考へよ。」（全集第 8 巻ｐ314）という。人間生
活の基本は自然ではなく人間であることを強調している。さらに、「田舎に於ては、すべて
個人の自由な行動が束縛されてゐる。犬の子一疋飼ふためにすら、鄕黨のうるさい批判と
交渉とを免れない。狹い世界に住んでゐる人たちは、すべてに於ておせっかい
・ ・ ・ ・ ・
であり、他
人の行爲に對して、神經質である。そしていやしくも周圍の慣習や風俗にはづれた新奇の
ことは、あくまで異端として之れを憎惡せずには已まない。されば田舎に於て、多少新し
い時代的の趣味をもってゐる人たちは、根柢からその生活をおびやかされ迫害される。」（全
集第 8巻ｐ315～316）とある。田舎の自然が都会人の憧れの空間であるが、現実の田舎の
自然は、地縁血縁に結ばれ、家柄や慣習による義理に束縛された空間であるとすれば、朔
太郎にとって、エレナを得られないかなしい自然が「冬枯れのさびしい自然」であり、「私
の生活をくるしくする」救いのない空間が「冬枯れのさびしい自然」である。こうした田
舎について考えるにいたったのは、大正 4年のノートの「すべてのよいものは都會にある」
（全集第 12巻ｐ108）という文章から思考を重ねていたことがうかがえる。そこでは、「都
會は何故あのやうに美しいのか。そして田舎は何故あのやうに醜いのか。近代では、すべ
てこのよいものは都會にある。人間にとって最も愉快なことは、人間によって征服された
自然の姿をみることだ。大都會の夜景をみることだ。」と述べ、自然については、「自然、
ああそれは何といふ呪ふべき怪物であらう。何といふ忌はしい恐怖をもった言葉であら
う。」と記している。 
 
「さびしい人格」は、「田舎え恐る」と同じ大正 6年 1月の「感情」に発表された、30行
5 連の作品である。第一連は「さびしい人格が私の友をよぶ、／わが見知らぬ友よ、早く
きたれ、／ここの古い椅子に腰をかけて、二人でしづかに話してゐよう、／なにも悲しむ
ことなく、きみと私でしづかな幸福な日をくらさう、／遠い公園のしづかな噴水の音をき
いて居よう、／しづかに、しづかに、二人でかうして抱き合って居よう、／母にも父にも
兄弟にも遠くはなれて、／ありとあらゆる人間の生活の中で、／おまへと私だけの生活に
ついて話し合はう、／まづしいたよりない、二人だけの秘密の生活について、／ああ、そ
の言葉は秋の落葉のやうに、そうそうとして膝の上にも散ってくるではないか。」と、「冬
枯れのさびしい自然」に生き、そこでなおもエレナの愛を求める己を見出した、その姿を
「さびしい人格」と表現している。地縁血縁的な因習の空間から離れた、「公園のしづかな
噴水の音をききながら」、「しづかにしづかに抱き合って」いようという。最終連で「よに
もさびし私の人格が、／おほきな聲で見知らぬ友をよんでゐる、／わたしの卑屈な不思議
な人格が、／鴉のやうなみすぼらしい様子をして、人氣のない冬枯れの椅子の片隅にふる
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へてゐる。」と、エレナを求め求め得ない人を「よにもさびしい私の人格」と強調し、求め
得ないままに「冬枯れの椅子」に求める人を思いつつ、ふるえている。エレナ憧憬をめぐ
る「さびし」が、ここで凝縮されていると思える。 
 
「冬枯れの椅子」から立ち上がり、己が住む「冬枯れのさびしい自然」・町へエレナを求め
さまよう心象風景を描いたのが「靑樹の梢をあふぎて」である。大正 6年 4月の「感情」
に発表された 13行 5連の詩で、町をさまよう「さびしい私の人格」の心象風景とともに、
心の底にうずいてやまないエレナへの思いがうかがえる。「まづしい、さみしい町の裏通り
で、／靑樹がほそほそと生えてゐた。  わたしは愛をもとめてゐる、／わたしを愛する心
のまづしい乙女を求めてゐる、／そのひとの手は靑い梢の上でふるへてゐる、／わたしの
愛を求めるために、いつも高いところでやさしい感情にふるへてゐる。     わたしは遠い
遠い街道で乞食をした、／みじめにも飢ゑた心が腐った葱や肉のにほひを嗅いで涙をなが
した、／うらぶれはてた乞食の心でいつも町の裏通りを歩きまはった。  愛を求める心
は、かなしい孤獨の長い長いつかれの後にきたる、それはなつかしい、おほきな海のやう
な感定である。  道ばたのやせ地に生えた靑樹の梢で、／ちっぽけな葉っぱがひらひら
と風にひるがへってゐた。」 
さびしい人格は、乞食の語に象徴化し、あてもなく食をあさるがごとく、手の届かない
ところへ去っていったエレナを求め歩く。それは町の表通りではなく、常に町の裏通りで
ある。何度も何度も「エレナ」と声を大にして叫びつつさまよったか。それを証明する確
かな資料はなにも残ってはいないが、わずかに残っている日記や北原白秋への書簡から類
推できる（この事については、論集前号のｐ136・140で触れた）。私は高崎の色街という
空間にさまよう詩人の姿を想像する。 
 
２ 『青猫』の「さびし」の語句をめぐって 
 
『靑猫』は、大正 6年 2月から 11年 7月にかけて、「感情・詩歌・新生・文章世界・日
本詩人・詩聖・詩型」などの雑誌に発表した詩から 55篇あつめ、詩論「自由詩のリズム」
を収め、大正 12年 1月 26日新潮社から刊行された。 
大正 6～11年の 5年の間に、朔太郎の身辺で二つの出来事がある。一つは、大正 6年 5
月 4日のエレナ逝去、もう一つは大正 8年 5月 1日に上田稲子と結婚したことである。こ
の世にいなくなったエレナへの思いは、生きている時の憧憬とは違い、より現実と離れた
空間、虚構の世界・幻想の世界に佇むエレナ像を描いていく。エレナ憧憬からエレナ幻想
への過程が、『靑猫』の作品にみられる。憧憬から幻想への過程で多用されている詩句「か
なし」について触れておきたい。「かなし」は朔太郎の「求めるもの」を表現した詩にみら
れるからである。『靑猫』で創作年代の古いものは、大正 6年 4月「感情」に発表された
26行の「強い腕に抱かれる」と 34行の「寝臺を求む」である。前者は「風にふかれる葦
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のやうに／私の心は弱弱しくいつも恐れにふるへてゐる／女よ／おまへの美しい精悍の右
腕で／私のからだをがっしりと抱いてくれ」とあり、以下「ふるへる病氣の心をしづかに
しづかになだめてくれ」「おまへのかはゆらしい あたたかい手をおいてくれ」「私に話して
おくれ」、と願望をうたい、15行目から最終行まで「」でくくられ「いつもしかっかりと
私のそばによりそって／私のこの健康な心臟を／このうつくしい手を／この胸を この腕
を／さうしてこの精悍の乳房をしっかりと。」と、エレナへの思いがうかがえる。後者は、
「私たち男はいつも悲しい心でゐる」「いつも悲しみにみちて大きな人類の寢臺をもとめ
る」「ああ どこに求める 私たちの悲しい寢臺があるか」と「悲しい」の語が多用されて
いる。孤独な状況から抜け出すためには、人との結びつける「愛」の存在が必要だという
詩であるが、「悲しい」の語には、充たされない心の姿を意味していようか。もう一つ「悲
しい」の語の多用が目立つ詩がある。『靑猫』の冒頭詩「薄暮の部屋」である。大正 6年
11月「詩歌」に発表された 39行 5連の詩である。第 2連「私はかなしむ この白っぽけ
た室内の光線を／私はさびしむ この力のない生命の韻動を。」、第 3連「ねえ やさしい
戀人よ／私のみじめな運命をさすっておくれ／私はかなしむ」と、充たされない心を癒し
て欲しいとする男の姿があり、第 4連「すえた菊のにほひを嗅ぐやうに」の「すえた菊」
は『月に吠える』の「すえたる菊」（大正 4年 1月「詩歌」）と重なり、「すえた菊」はエ
レナへの幻想を描いている。「悲しい」心を癒せるのはエレナ以外にいないという叫びでも
ある。 
『靑猫』で「悲しい」の詩句が見える作品は、「群集の中を求めて歩く」（大正 6年 6月
「感情」）に、「ああ ものがなしき春のたそがれどき・うらがなしい春の日のたそがれど
き・私のかなしい憂鬱をつつんでゐる ひとつのおほきな地上の日影」とあり、「靑猫」（大
正 6年 4月「詩歌」）の第 2連に「かなしい人類の歴史を語る猫のかげだ」とある。「月夜」
（大正 6年 4月「詩歌」）に「ああ なんといふ悲しげな いぢらしい蝶類の騒擾だ。」と
ある。（「月夜」に関しては、『月に吠える』に「悲しい月夜」、「かなしい遠景」（大正 4年
1月「詩歌」）には「かなしい薄暮になれば」の表現がある。） 
「春の感情」（大正 7年 1月「新生」）には、「ふらんすからくる烟草のやにのにほひのや
うだ／そのにほひをかいでゐると氣がうっとりとする／うれはしい かなしい さまざま
のいりこみたる空の感情（中略）かかる菌の類はあやしげなる色香をはなちて／ひねもす
さびしげに匂ってゐる。」とあり、「野鼠」（初出不詳）には、「どこに私らの幸福があるの
だらう／泥土の砂を掘れば掘るほど／悲しみはいよいよふかく湧いてくるではないか。」と
ある。「輪廻と轉生」（大正 11年 7月「日本詩人」）に「ふらふらとかなしげな旅行にでよ
うとする。」の詩句が見え、「みじめな街燈」（大正 11年 6月「詩聖）には、「その靑樹の
葉っぱがかれを手招き／かなしい雨の景色の中で」の詩句がある。「最も原始的な精緒」（大
正 10年 12月）の第 2連に「白晝のかなしい思慕から／なにをあだむが追憶したか」とあ
る。これらの「悲しい」の詩句の背景にエレナ結婚、逝去、朔太郎の結婚がある。何事に
も充実感が湧かない「悲しい日々」を、マンドリンに都會空間にその癒しを求めた。 
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次に、『靑猫』の「さびしい」の詩句を追ってみる。『靑猫』はエレナ逝去と深くかかわ
っていると考える。エレナ（佐藤ナカ）は、大正 6年 5月 4日逝去した。28歳であった。
この死の影響が作品にどのように投影されているかはわからい。が、現実にエレナがこの
世の空間に存在していないという事実を前に、朔太郎は幽冥界に生きるエレナを思わずに
いられないのは当然のことだと思われる。誰に指摘されることもなく、内面奥深くに形成
される幻想の世界、そこに佇ませるエレナ像への思いを、作品化した。このことについて
は、『新潮』（昭和 11年 6月号）に掲載された「靑猫を書いた頃」に「私は昔の人と愛す
る猫とに、爛れるやうな接吻
き す
をする外、すべての希望と生活とを無くして居たのだ。さう
した虚無の柳の陰で、追懷の女としなだれ、艶めかしくもねばねばとした邪性の淫に耽っ
て居た。靑猫一巻の詩は邪淫詩であり、その生活の全體は否倫理的の罪惡史であった。」（全
集第 9巻ｐ228）と述べ、また、こうした生活ぶりを、「全く『生きる』といふことの欲情
を無くしてしまった。と言って自殺を決行するほどの、烈しい意志的なパッションもなか
った。つまり無為とアンニュイの生活であり、長椅子
ソ フ ア
の上に身を投げ出して、梅雨の降り
續く外の景色を、窓の硝子越しに眺めながら、どうにも仕方のない苦惱と倦怠とを、心に
ひとり忍び泣いてるやうな状態だった。」（ｐ220）と述べ、こうした中で、ニイチェ、カ
ント、ベルグソン、ゼームス、プラトン、ショウペンハウエルらの哲学書を乱読したとも
述べている。そして、時に意気軒昂たる跳躍を夢みたり、時に一切の意志と希望とを否定
し、無限の懐疑の中にさまよい続けた生活だったと振り返っている。 
 
「厭らしい景物」は 17行 3連の詩で、初出は不詳である。第 1連は「雨のふる間／眺
めは白ぼけて／建物 建物 びたびたぬれ／さみしい荒廢した田舎をみる／そこに感情をく
さらして／かれらは馬のやうにくらしてゐた。」とあり、第 2連に「私は退屈な田舎に居
て／退屈な自然に漂泊してゐる」、第 3連の最終行に「ずっくり濡れたる 孤獨の 非常
に厭らしいものを見たのです。」の詩句から、大正 6年エレナ逝去以前につくられたので
はないかと考える。「さみしい荒廢した田舎・退屈な自然」とは、すでに述べたように、エ
レナと同時空間にいることができない状況のことを意味する。 
 
「沖を眺望する」は 10行 1連の詩で、大正 6年 2月「感情」に発表された。「ここの海
岸には草も生えない／なんとさびしい海岸だ」の詩句がある。9行目に「ながく呼べども
かへらざる幸福のかげをもとめ」の詩句があることから、エレナを求めてやまない朔太郎
の心痛がうかがえる。 
 
  「蠅の唱歌」は18行 1連の詩で、大正 6年 5月「感情」に掲載された。この詩につい
て、高橋元吉宛の朔太郎の書簡に、「硝子窓にとまる力なき蠅の羽音と、疲れた神經と、春
晝の『遠方からくる騒音』とを象徴したものです。言はば『孤獨者のもつ春日の憂鬱』を
リズムで出そうとしたものですが、」（全集第 13巻ｐ176）とある。これは「いつもおとな
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しくひとりで遊んでゐる私のこころだ／この心はさびしい／この心はわかき少年の昔より 
私のいのちに日影をおとした／しだいにおほきくなる孤獨の日かげ／おそろしい憂鬱の日
かげはひろがる。いま室内にひとりで座って／暮れゆくたましひの日かげをみつめる／そ
のためいきはさびしくて／とどまる蠅のやうな力がない」という 6行目からの詩句をさし
ている。この詩が「感情」に発表された 5月、その 4日にエレナが逝去した。このことを
いつだれから教えられたかはわからないが、この死によって朔太郎の作品に影をおとして
いるとすれば、作品にあらわれる女性像に関してであろう。すでに磯田光一が指摘してい
るが、この年の 11月の「詩歌」に掲載された「夕暮室内にありて静かにうたへる歌」、翌
年 4月の「感情」に掲載された「黒い風琴」が、エレナ逝去の影を落としていると思われ
る。判断のよりどころは、女性像がこの世に存在しない彼方の人になっていることである。 
「夕暮室内にありて静かにうたへる歌」は、『靑猫』では「薄暮の部屋」と題名を変えて
いる。この詩の「かなしむ」については前述したが、初出の最終連の最後の 4行は「私の
いぢらしい心臟は、お前の手や胸にかじかまる子供のやうだ、／戀びとよ、／遠い墓場の
草かげに眠りつくそれまでは、／戀びとよ。」となっている。つまり『靑猫』の冒頭詩には
「遠い墓場の草かげに眠りつくそれまでは」の詩句がない。「私」は生きている者の視点か
らのもののいいようである。その「私」は「薄暮の部屋」の第１連に「ふらんねるをきた
さびしい心臟の所有者だ」とある。これは、エレナを求め、疲れ果て、頽廃的になってい
る自身の姿である。 
 
「春の感情」は、21行 2連の詩で、大正 7年 1月「新生」に「春がくる」の題で発表
された。この詩には、「うれはしい かなしい さまざまのいりこみたる空の感情」「春と
しなれば山奥のふかい森の中でも／くされた木株の中でもうごめくみみずのやうに／私の
たましひはぞくぞくとして菌を吹き出す／たとへば毒だけ へびだけ べにひめぢのやう
なもの／かかる菌の類はあやしげなる色香をはなちて／ひねもすさびしげに匂ってゐる。」
と、エレナへの思いに満つ「空」、毒キノコの背後にある妖しい死者の姿、死者が現世への
思いをはなつ、その匂いが「ひねもすさびしげに匂ってゐる」という。その匂いは「ふら
んすからくる烟草のやにのにほひのやうだ／そのにほひをかいでゐると氣がうっとりす
る」といい、「なやましき女のなきこゑはそこにもきこえて」くる。それはエレナがあの世
から呼びかけているのではないかという幻想を描いている。 
 
 「佛の見たる幻想の世界」は、20行 1連の詩で、大正 7年 1月「文章世界」に発表され
た。「げにそのひとの心をながれるひとつの愛憐／そのひとの瞳孔
ひ と み
にうつる不死の幻想／あ
かるくてらされ／またさびしく消えさりゆく夢想の幸福とその怪しげなるかげかたち／あ
あ そのひとについて思ふことは／そのひとの見たる幻想の國をかんずることは／どんな
にさびしい生活の日暮れを色づくことぞ（中略）わたしは愛する おんみの見たる幻想の
蓮の花弁を／靑ざめたるいのちに咲ける病熱の花の香氣を／佛よ／あまりに花やかにして
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孤獨なる。」6 行目から最終行を記したが、「そのひとの」の語が目をひく。また「さびし
く消えさりゆく夢想の幸福」「さびしい生活の日暮れ」を癒すのは、「そのひとの見たる幻
想の國」を感じとることだという。エレナが旅立った世界を思うこと、いいかえればエレ
ナ幻想に浸ることが、エレナ亡き後の朔太郎の心の支えとなっている。 
 
 「鷄」は 31行 4連の詩で、大正 7年 1月「文章世界」に発表された。第 1連「さむしい
田舎の自然からよびあげる母の聲です」が、第 2連で「遠い田舎の自然からよびあげる鷄
のこゑです」となり、第 3連では「戀びとよ／戀びとよ／有明のつめたい障子のかげに／
私はかぐ ほのかなる菊のにほひを／病みたる心靈のにほひのやうに／かすかにくされゆ
く白菊のはなのにほひを／戀びとよ 戀びとよ」と、「戀びと」と「菊のにほひ」の詩句が
見える。エレナへの思いの象徴である。第 4連に「私の心は墓場のかげをさまよひあるく」
とあり、死者エレナへの幻想をつのらせていく。「母上よ」の呼びかけは、エレナへの呼び
かけである。「靑猫を書いた頃」には、「ショウペンハウエるだけが、時々影のやうに現れ
て來て、自分の悲しみを慰めてくれた」（ｐ222）とあり、さらに「あの孤獨の哲學者が、
密室の中に獨りで坐って、人間的な欲情に惱みながらも、終生女を罵り世を呪ひ、獨身生
活に終ったといふことに、何よりも深い眞の哲學的意味があるのであった。」とある。この
詩にショウペンハウエルの影響があるとするのは、言い過ぎだろうか。 
 
「憂鬱の川邊」は、20行 1連の詩で、大正 7年 4月「感情」に発表された。「川邊で鳴
ってゐる／蘆や葦のさやさやといふ音はさびしい／しぜんに生えてる／するどい ちひさ
な植物 草本の莖の類はさびしい／私は眼を閉ぢて／なにかの草の根を噛まうとする／な
にかの草の汁をすふために 憂愁の苦い汁をすふために／げにそこにはなにごとの希望も
ない／生活はただ無意味な憂鬱の連なりだ／梅雨だ／じめじめとした雨の點滴のやうなも
のだ／しかし ああ また雨！ 雨！ 雨！」について、「靑猫を書いた頃」に「なめくぢ
の這ひ廻る陰鬱な墓地をさまよひながら、夢の中で死んだ戀人の幽靈と密會して、」（ｐ
222）と述べ、このことが「艶めかしい墓場」への創作へ通じることを記している。「憂鬱
の川邊」は、エレナ逝去に伴う作品の移りを感じさせる。エレナを激しく求める詩句の姿
はなく、静かにエレナ幻想の空間に坐す男の姿になっている。 
 
エレナ逝去によって作品に変化があると一般にはいわれている作品が、「黑い風琴」であ
る。28行 3連の詩で、大正 7年 4月「感情」に発表された。 
第 1 連は、「おるがんをお彈きなさい 女のひとよ／あなたは黑い着物をきて／おるが
んの前に坐りなさい／あなたの指はおるがんを這ふのです／かるく やさしく しめやか
に 雪のふってゐる音のやうに／おるがんをお彈きなさい 女のひとよ。」とある。「黑い
着物」、第 2 連の「まっ黒な憂鬱の闇」、第 3 連の「まっくろのながい着物」「おほきな黑
い風琴」の「黑」の語から、女と死とのかかわりを示していよう。「かるく やさしく し
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めやかに」の詩句は、第 2 連では「やさしく」が意味不明の「とうえん」とある。「おる
がんをお彈きなさい 女よ」の詩句の繰り返しは3箇所あり、第 3連では「あなたのおほ
きな黑い風琴をお彈きなさい」とある。「おるがん」の語は 5 箇所、第 2 連に「けいれん
するぱいぷおるがん れくれえむ」の詩句がある。「おるがん」は、エレナの逝去による朔
太郎の内面を襲っている恐怖と不安を、鎮静化する世界を形成してくれるものとして、朔
太郎はとらえ、それを「やさしく」「雪のふってゐる音のやうに」「大雪のふりつむときの
松葉のやうに／あかるい光彩をなげかけて」、「しぜんに感情のしづまるまで」弾いて欲し
いと表現している。この詩に先に述べた「強い腕に抱かる」に於ける、「女」への強い呼び
かけ（「おまへの美しい精悍の右腕で／私のからだをがっしりと抱いてくれ」「おまへのか
はゆらしい あたたかい手をおいてくれ」などの表現）はこの詩にはない。静かな澄んだ
感情が存在しているように感じられる。  
 
大正 7年「感情」4月号に「憂鬱の川邊」と「黑い風琴」を発表後、大正 10年 10月の
「日本詩人」に、「花やかな精緒・快適を失ってゐる・蒼ざめた馬」を発表するまで、3年
6ヶ月にわたって詩作を発表していない。 
この間のことを年譜でみると、大正 8年 5月 1日に上田稲子と結婚。父密藏老衰のため
開業医をやめる。「感情」通刊 32号で終刊。大正 9年 9月長女葉子誕生など、私的生活に
大きな変動がみられる。この時期と結婚について「靑猫を書いた頃」に、「一切の不幸は、
誤った結婚生活に原因して居た。理解もなく、愛もなく、感受性のデリカシイもなく、單
に肉慾だけで結ばれてる男女が、古い家族制度の家の中で同棲して居た。そして尚、その
上にも子供が生れた。私は長椅子
ソ フ ア
の上に身を投げ出して、昔の戀人のことばかり夢に見て
居た。その昔の死んだ女は、いつも紅色の衣裝をきて、春夜の墓場をなまぐさく歩いて居
た。私の肉體が解體して無に歸する時、私の意志が彼女に逢って、燐火の燃える墓場の陰
で、悲しく泣きながら抱くのであった。」（全集第 9巻ｐ224～225）と述べている。上田稲
子も後年、昭和 4年 11月の「婦人公論」で、「結婚敗残者の手記――詩人萩原朔太郎との
十年の形骸結婚を逃れて――」という手記を載せている。これは、「私達の結婚が何故破れ
なければならなかったか」という問いを自ら発して、「お互の救ふべからざる性格の不一致
から」と答え、「もう一つの重要なもの」として、「彼には今尚思慕の情をそそいでゐる一
人の初恋の女がある。私は大切に保存されたその女の恋文を発見した時、背すぢを冷たい
ものが通るのを感じた。彼は全く、私を抱きながら、その女の幻想を心に描いてゐたので
ある。私は強烈に侮辱されたやうな痛手を心に受けた。」と述べている。先に掲げた昭和
11年 6月の「新潮」に載った「靑猫を書いた頃」には、この稲子のいいようを裏付けるこ
とを書いている。朔太郎は、稲子との結婚生活を、「非倫理的な、不自然な、暗くアブノー
マルな生活だった。」といい、「事實上に於て、私は死靈と一緒に生活して居たやうなもの
であった。さうでもなければ、現實から逃避する道がなく、悔恨と悲しみとに耐へなかっ
たからである。私はアブノーマルの仕方で妻を愛した。戀人のことを考へながら、妻の生
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理的要求に應じたのである。妻は本能的にそれを氣付いた。そして次第に私を離れ、他の
若い男の方に近づいて行った。」と述べている。稲子の手記が本人のものであるかはわから
ないが、二人の結婚生活に亀裂が生じていたことは確かである。その憂鬱な人生に耐えて
生きる心境は、詩話会が島崎藤村 50歳を祝って贈った『現代詩人選集』（大正 10年 2月
刊行）に載った「まづしき展望・艶めける靈魂・十二月下旬」にうかがえる。これらの作
品は結婚後 1 年 8 ヶ月に発表されたものである。「まづしき展望」は、後の『蝶を夢む』
に収められる 13行 1連の詩である。「ひねもす疲れて畔に居しに／君はきゃしゃなる洋傘
の先もて／死にたる蛙を畔に指せり。」の詩句の「君」は稲子をさし、「死にたる蛙」は、
亀裂した二人の生活を暗示している。最終の 2行に「風なき野道に遊戯をすてよ／われら
の生活は失踪せり。」とあり、生活が破綻したことを示している。 
 
さて実質的に詩作活動を再開してからの作品は、「花やかなる精緒」である。大正 10年
10月「日本詩人」に発表された 29行 4連の詩である。第 1連「深夜のしづかな野道のほ
とりで／さびしい電燈が光ってゐる／さびしい風が吹きながれる（以下略）」、第 2連「そ
こやかしこの暗い森から／また遙かなる山山の麓の方から／さびしい孤燈をめあてとして
／むらがりつどへる蛾をみる。蝗のおそろしい群のやうに／光にうづまき くるめき  押し
あひ死にあふ小蟲の群團。」、第 3連「人里はなれた山の奥にも／夜ふけてかがやく孤燈を
ゆめむ。／さびしい花やかな精緒をゆめむ。／さびしい花やかな燈
あ
火
かり
の奥に／ふしぎな性
の悶えをかんじて／重たい翼をばたばたさせる／かす
、 、
てら
、 、
のやうな蛾をみる／あはれな 
孤獨の あこがれきったいのちをみる。」と、「さびしい」の語が目立つ。「さびしい」の意
味の原点をもとに考えると、何かを求めている「電燈・孤燈・燈火」は、現世を離れたエ
レナを表し、そこに群れる「むらがりつどへる蛾」「蝗のおそろしい群」「押しあひ死にあ
ふ小蟲の群團」の詩句は、朔太郎がエレナを求める心象であろう。特に「ふしぎな性の悶
えをかんじて／重たい翼をばたばたさせる／かすてらのやうな蛾」は、性に悩む朔太郎自
身の心の投影、自身がいうところの「邪淫詩」の源である。第 4連の光を求めて飛びかう
蛾は、「光の周圍にむらがり死ぬ」とある。その死から現実を離れた「はなやかな精緒の世
界」に生きようとする。幻想の世界が現実となる。このことは、エレナ幻想への道が通じ
はじめたことを意味する。これまで静かで穏やかだったエレナへの思いが、幻想の世界を
構築するのあたって、エレナへの情念の炎が一気に燃え盛る。（以下次号） 
 
［付記］引用の朔太郎の作品は、筑摩書房版『萩原朔太郎全集』による。 
